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研究成果の概要（和文）：個体数減少が懸念されているスナメリの九十九里～鹿島灘個体群を対象として，個体
群動態の面からの個体群健全性を評価した．出生率（新生子割合の年間最大値）は調査を行った4年間で10％を
上回ることはなく，個体群増加に十分な数の子が生まれているかを判断できなかった．対象海域とりわけ発見の
多い利根川周辺ではにごりが強いことがあり，新生子見落としが生じ，出生率を過小評価している可能性があっ
た．本個体群の出産は3月にすでに始まり，盛期は5-7月と考えられた．

研究成果の概要（英文）：Population viability for finless porpoises off Kujukuri - Kashima Nada in 
Japan was evaluated. A birth rate estimate in one year, which was given as the maximum of the ratio 
of 0-year calves to all the members within the year, did not exceed 10% for the four years. We were 
not sure whether the population has the birth rate high enough to assure population recovery because
 of a possible underestimate of the birth rate. For example, turbidity observed especially near Tone
 River were likely to cause lower detectability of 0-year calves. Parturition in these waters was 
estimated to start in March and have its peak from May to July.

研究分野：鯨類個体群動態、水産資源解析学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
沿岸性鯨類スナメリは国際自然保護連合により絶滅危惧種に指定されている．東日本太平洋側に分布する本種の
個体群は東日本大震災の後に個体数の減少が指摘されている．さらに本個体群は少なくとも２つの個体群に分割
すべきとの見解が示されている．本研究は，九十九里～鹿島灘個体群の存続可能性を新生子割合の把握に焦点を
あてた調査から検討しており，スナメリの保全を直視している．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1)スナメリは体長1.7m程度の日本近海で最小の鯨類である．国内では西九州から仙台湾まで，
水深50m以浅域に分布する(Shirakihara et al. 1992)．混獲や船舶との衝突による死亡，埋め立て
や海砂採取などによる生息地劣化などの人為的要因により，個体数の減少が危惧されており，本
種が身近な海からいつの間にか姿を消すことがあちこちで起こっても不思議ではない．実際， 
東北太平洋側沿岸域では，東日本大震災の後，個体数が減少したことが報告されている
(Shirakihara et al. in press)． 
 (2)スナメリの保全生態学的研究として，個体数の推定と分布の把握に焦点をあてた目視調査が
行われてきた．しかし，目視調査では，発見頭数の空間的なばらつきのために，個体数を高い精
度で推定するのは容易ではない．このため，個体数減少を統計学的に検出できるのは個体群がひ
どく枯渇してしまった後となる恐れがある(Wade and DeMaster 1999)．セスナを用いた目視調
査は，親に連れられた子を体長差を基に0歳新生子とその他に区別が可能である．十分な数の新
生子が生まれているかどうかに焦点をあてて．この調査に基づいて個体群存続可能性に関する研
究を行い始めた． 
 
２．研究の目的 
九十九里～鹿島灘個体群を対象として以下を研究の目的とした． 
(1) 出生率を推定する． 
(2) 出産期を推定する． 
(3) 個体群の健全性を評価する． 
 
３．研究の方法 
2015-18年度の4年間に4人乗りセスナからのスナメリの目視観察を千葉県山武市から茨城県鹿
嶋市までの沿岸海域で各季節に行った（表1）．離岸距離15km以内（水深ほぼ50m以浅）で岸に
ほぼ平行な飛行コースを設定した．有効発見個体（親子かどうか分からなかった群れ，子が0歳
かどうか分からなかった群れを除外した発見頭数）の中の母親に同伴された子の割合を見積もっ
た．0歳新生子の撮影個体に対する割合の季節変化から出産期を推定した．この割合の年内最大
値から出生率を推定した． 
 
表1 調査の概要．研究費は科学研究費補助金以外を含む． 

調査日 飛行距離(km) 総発見頭数 0歳新生子発見頭数 
2015/5/9 486 129 9 
2015/7/24 378 223 13 
2016/3/22 376 107 4 
2016/6/1 341 68 3 

2016/7/28 372 153 10 

2017/3/18 377 32 0 

2017/5/7 432 64 3 

2017/11/4 363 18 0 

2018/1/28 336 46 0 

2018/6/13 363 100 4 

2018/9/18 371 57 1 
 



４．研究成果 
(1) 出生率は4.5-7.0％と推定された．この値は予備的である．その理由は i) 2015年7月と2016
年 7 月には計 4 つの大群（25-73 頭）が出現し，大群内の新生子の全数確認は行えなかったこ
と，ii)対象海域とりわけ発見の多い利根川周辺ではにごりが強いことがあり，新生子見落とし
が生じ，新生子の割合から得る出生率を過小評価している可能性があったことによる． 
(2) 出産は 3 月から始まっているが，盛期は 5-7 月と考えられた．4 年間ともに 0 歳新生子の
割合は 3月から 7月にかけて増加傾向，8月以降に減少傾向にあった． 
(3)個体群の健全性については出生率が予備的推定にとどまっていることから断定的な結論は
得られなかった．ただし，出生率の年変動はそれほど大きくないこと，2012 年の個体数は 2000
年に較べて東北太平洋側では減少しているものの，この南部にあたる本研究対象海域では減少
は認められていないこと(Shirakihara et al. in press)を考慮すると，健全性についてはそれほど
悲観的に考えていない． 
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